
年度　授業計画（シラバス）

30 (2) 時間(単位)

前期

《授業科目における学習内容》

《成績評価の方法と基準》

《使用教材（教科書）及び参考図書》

《授業外における学習方法》

《履修に当たっての留意点》

各コマに
おける

授業予定
精神保健との関係、精神保健福祉士法、医療観察法　等

講
義
形
式

授業を
通じての
到達目標

保健医療に関する法について説明できる③

各コマに
おける

授業予定
患者の自己決定、健康や医療を支える法律　等

2026

専門分野 授業の方法 講義

授業時数(単位数)必修

社会福祉制度など、近接領域の学びも重要になる。他の科目の授業も大事にし、関連する図書を積極的に読んで学びを進め
てほしい。

試験素点70%　出席評価点20%　平常評価点10%

第
4
回

使用教材

配布資料　等

授業以外での準備学習
の具体的な内容

関連する図書・配布物を
よく読んでおく。

第
5
回

第
2
回

配布資料　等
関連する図書・配布物を
よく読んでおく。

第
3
回

配布資料　等
関連する図書・配布物を
よく読んでおく。

内　　　容

公認心理師の法的責任について説明できる①
授業を

通じての
到達目標

各コマに
おける

授業予定

配布資料　等
関連する図書・配布物を
よく読んでおく。

講
義
形
式

授業を
通じての
到達目標

保健医療分野に関する法について説明できる②

科  目  名

医療心理科

関係行政論

科　目　区　分

（参考図書）
公認心理士必携テキスト　学研
関係行政論～公認心理師の基礎と実践～

保健医療、福祉、司法・犯罪、産業・労働分野に関係する制度と法律を理解し、説明できるようになることを目的とする。

学期及び曜時限

学        科

対 象 学 年

必修/選択の別

５校舎９階金曜４限3年 教室名

幅広い領域の制度や法律を概観的に学ぶため、できるだけ具体的な事例を想像できるようリードしたい。学生からも積極的に
意見や質問を出してほしい。

担 当 教 員 飯塚　稔
実務経験と

その関連資格
法務省さいたま少年鑑別所で心理技官(臨床心理士）として考査・鑑別業務に従事し
た。

配布資料　等
関連する図書・配布物を
よく読んでおく。

心理専門職の国家資格の意義、心理職に期待される役割　等

授業の
方法

第
1
回

講
義
形
式

講
義
形
式

授業を
通じての
到達目標

公認心理師の法的責任について説明できる②

各コマに
おける

授業予定
心理職の法的責任、行政上の刑罰、過去の事例　等

講
義
形
式

授業を
通じての
到達目標

保健医療分野に関する法について説明できる①

各コマに
おける

授業予定
医療との関係、医療法、医師法　等



第
14
回

配布資料　等
関連する図書・配布物を
よく読んでおく。

第
12
回

配布資料　等
関連する図書・配布物を
よく読んでおく。

第
13
回

配布資料　等
関連する図書・配布物を
よく読んでおく。

講
義
形
式

授業を
通じての
到達目標

産業・労働分野に関する法について説明できる①

第
10
回

配布資料　等
関連する図書・配布物を
よく読んでおく。

第
11
回

配布資料　等
関連する図書・配布物を
よく読んでおく。

講
義
形
式

授業を
通じての
到達目標

司法・犯罪分野に関する法について説明できる①

各コマに
おける

授業予定
成人に関する刑事司法制度、刑事法　等

講
義
形
式

授業を
通じての
到達目標

司法・犯罪分野に関する法について説明できる②

各コマに
おける

授業予定
少年に対する刑事司法制度、少年法　等

第
8
回

配布資料　等
関連する図書・配布物を
よく読んでおく。

第
9
回

配布資料　等
関連する図書・配布物を
よく読んでおく。

講
義
形
式

授業を
通じての
到達目標

教育分野に関する法について説明できる①

各コマに
おける

授業予定
教育基本法、学校教育法、学校保健安全法　等

講
義
形
式

授業を
通じての
到達目標

教育分野に関する法について説明できる②

各コマに
おける

授業予定

スクールカウンセラー、いじめ、発達障害、子どもの貧困　などに
関する法律

配布資料　等
関連する図書・配布物を
よく読んでおく。障害者福祉、成年後見制度、離婚、自殺対策、犯罪被害者　な

どに関連する法律

関連する図書・配布物を
よく読んでおく。

第
6
回

第
7
回

使用教材
授業以外での準備学習

の具体的な内容

第
15
回

配布資料　等
関連する図書・配布物を
よく読んでおく。

講
義
形
式

授業を
通じての
到達目標

福祉分野に関する法について説明できる②

各コマに
おける

授業予定

配布資料　等

授業の
方法 内　　　容

講
義
形
式

授業を
通じての
到達目標

福祉分野に関する法について説明できる①

各コマに
おける

授業予定
生活保護、児童福祉、高齢者福祉　などに関連する法律

講
義
形
式

授業を
通じての
到達目標

前期の授業を総合的に振り返り、まとめができるようになる。

各コマに
おける

授業予定
前期講義範囲全ての振り返り、確認　等

各コマに
おける

授業予定
労働権、労働三法など労働に関する主な法律　等

講
義
形
式

授業を
通じての
到達目標

産業・労働分野に関する法について説明できる②

各コマに
おける

授業予定
労働安全衛生法、労働災害補償制度　等

講
義
形
式

授業を
通じての
到達目標

産業・労働分野に関する法について説明できる③

各コマに
おける

授業予定
職場のハラスメント、ワークライフバランス、働き方改革　等


